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　2018年４月より日本教育工学協会の事務局長を務めております。
　当会は1971年（昭和46年）に設立し、学校教育にかかわる教員・研究者・企業が教育工学研究
を通して、広くその成果を共有する組織化された団体です。ここでは、当会の主な活動について
ご紹介します。
１．学校情報化認定
　2014年10月から取組を始め、2016年度から文部科学省の後援をいただいている当会の主要事業
です。教育の情報化の推進を支援するために、学校情報化診断システムを活用して、学校の情報
化の状況を自己評価し、総合的に情報化を進めた学校（小学校、中学校、高等学校）を認定しま
す。学校情報化優良校、学校情報化先進地域を認定し、優良校の中で特に優れた取組を行ってい
る学校を学校情報化先進校として表彰します。これまでに学校情報化優良校はのべ658校（2019
年３月31日現在）、先進地域は10地域、先進校は19校までになりました。学校情報化診断システ
ムに登録すると、教育の情報化の進捗状況を把握することができ、また、全国の学校との比較や
既に優良校の認定を受けた学校の申請内容（エビデンス）を参照することができます。まずはご
登録ください。
２．全日本教育工学研究協議会全国大会
　毎年秋に全国各地で開催する本大会は、今年度の島根大会で45回を迎えます。
　開催地区での小学校・中学校・高等学校の「公開授業」をはじめ、ICTを活用する全国の先生
方が発表する研究発表や講演、シンポジウム、ワークショップ、そして最新技術を利用した情報
機器や教育システムの多数の企業展示など充実したプログラムとなる予定です。今年度は、2019
年10月18日（金）・19日（土）島根県雲南市・松江市で開催します。ぜひご参加ください。
３．教育の情報化実践セミナー
　ICTを活用した実践事例を中心に発表するセミナーは、年３回開催しております。今年度は８
月に、2020年度に開催する全国大会鹿児島大会のプレ大会を、その後、東日本／西日本地区で１
回ずつ開催する予定です。日程・開催地は、決まり次第Webサイトにてご案内いたします。
４．ニューズレターの発行
　毎年４・７・10・１月に、文部科学省からの特別寄稿や学校情報化認定の申請時のアドバイス
や優良校の紹介、教育の情報化実践セミナーで発表された実践事例や若い大学の先生などにご執
筆いただく「情報教育・未来への提言」を掲載しています。
　そのほか加盟団体会員様が主催する研究会・研修会への講師派遣や大学入試センター試験の問
題評価・意見提出等を行っております。
　JAETの活動がより充実したものになるように努めていきたいと思います。今後ともご協力を
よろしくお願いいたします。

教育の情報化を支援する
JAETの活動とは

日本教育工学協会　事務局長　渡辺 浩美
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「新時代の学びを支える先端技術のフル活用に向けて
～柴山・学びの革新プラン～」

文部科学省 初等中等教育企画課 学びの先端技術活用推進室

柴山・学びの革新プランについて
　文部科学省は、質の高い教育の実現のための先端
技術の活用を推進していくために、平成30年11月に
「新時代の学びを支える先端技術のフル活用に向け
て～柴山・学びの革新プラン～」を公表しました。
　これから到来するであろうAIをはじめとした先端
技術が社会の中で様々な形で活用されるSociety5.0の
時代において、人間は、生活や社会、環境の中から
自ら問題を見出し、多様な他者と関係を築きながら
答えを導き、さらに次の問いを見つけ、学び続ける
力がこれまで以上に大切になると考えられています。
　そのような中で、学校は、各教科等の学問体系を
身に付ける場としての役割と併せて、人と人との関
わり合いの中で、人間としての強みを伸ばしながら、
人生や社会を見据えて学び合う場となることが求め
られます。

　学校教育においてその中核を担うのは教師です。
教師を支え、その質を高めるツールとして進展する
技術を学校教育にも積極的に取り入れることによ
り、教育の質を一層高めていきたいと考えています。
　このプランは、
　１．遠隔教育の推進による先進的な教育の実現
　２．先端技術の導入による教師の授業支援
　３．先端技術の活用のための環境整備
の３点を政策の柱としています。今後、本プランの
具体化に向けて検討していく予定です。

１．遠隔教育の推進による先進的な教
育の実現

　遠隔教育は、先端技術を用いて教師によるより質
の高い教育を実現するための有効な手段の一つであ
り、特に、

Society5.0
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　（１） 小規模校や離島の学校など様々な状況に対応
した教育の充実

　（２） 病気療養児など特別な配慮が必要な児童生徒
の支援

　（３） 優れた外部人材の積極的活用
などにおいて、遠隔教育を活用していくことが非常
に有効です。
　そのため、指導体制の充実を図りつつ、遠隔教育
のグッドプラクティスの全国的普及や、中学校の遠
隔授業におけるニーズの高い分野での実証的取組の
実施などを通じて、2020年代の早期に全ての小中高
校で遠隔教育を活用できるよう、施策の具体化を進
めています。

２．先端技術の導入による教師の授業
支援

　学校における効果的な先端技術の利活用の在り
方、教育ビックデータの収集・整理・分析の在り方、
その際に留意すべき事項等の基本的な考え方を整理
し、先端技術の利活用が学校現場で安全・安心に、
かつ効果的に行えるような方策を検討します。
　具体的には、学校・教育委員会と民間企業等が連

携した実証的取組、先進事例の収集を実施するとと
もに、外部有識者の意見を踏まえながら具体的な先
端技術導入の姿を提示し、教育ビックデータの収集
の前提となる共通指標などの基盤整備について検討
します。

３．先端技術の活用のための環境整備
　先端技術の活用のために必要な学校のICT環境整
備については、新学習指導要領を見据え、学校にお
いて最低限必要とされ、かつ優先的に整備すべき
ICT機器等に関し、平成29年12月に「2018年度以降
の学校におけるICT環境の整備方針」を策定し、自
治体における学校のICT環境整備の促進に努めてい
るところです。
　しかしながら、自治体における教育のICT化は、
まだ途上であり、更なる取組が必要と考えており、
今後、関係省庁・民間企業・大学等と連携し、先端
技術を含むICTに関する専門的な知識・技能等を有
する人材の活用の推進や、データ利活用促進と情報
セキュリティ確保の両立などについての検討も今
後、進めていく予定です。 
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1． 認定・表彰の実績
　2015年１月にスタートした学校情報化認定は、
2019年３月末段階で、学校情報化診断システムへ登
録した学校数が3,170校に達し、学校評価や教育の情
報化の取組の成果を示すエビデンスとして広くご活
用いただきつつあります。2018年４月から、操作性
を改善させ、また新学習指導要領に合わせて改訂し
た学校情報チェックリストを導入した新たな学校情
報化診断システムの運用に伴い、地域を挙げての参
加がみられるようになりました。
　2019年３月末段階での認定・表彰の実績は、以下
のとおりであり、全国の学校情報化を代表する学校
や地域により、本事業の普及・進展が期待されると
ころです。
　●学校情報化優良校（延べ認定数） 658校
　●学校情報化先進校（表彰） 19校
　● 学校情報化先進地域（2017年度までは表彰、
　　2018年度から認定） 10地域

2． 優良校再認定・先進校表彰について
○学校情報化優良校（2016年度認定校）の再認定
　2016年度に優良校として認定された学校の認定期
間は、2019年３月31日で終了です。ただし、2019年
６月までに再認定された場合は、優良校として継続
している学校となります。７月以降に認定される場
合、新規の認定となりますが、ID等は継続して使用
いただけます。今後、再認定の期間を認定期間の終
了日の前後３ヶ月（１月から６月まで）として運用
する予定です。
○2019年度学校情報化先進校
　４月８日（月）～５月13日（月）の期間にふるっ
てご応募ください。これまでに先進校として表彰さ
れている学校でも、別のカテゴリでご応募いただく
ことができます。本事業初の２カテゴリでの先進校
が誕生することを楽しみにしています。（参考：カテ
ゴリは、「教科指導におけるICT活用」「情報教育」「校
務の情報化」から選択）

3． 優良校認定のポイント
　学校情報化認定事業は、日頃学校の教育実践を支
援している研究者など30名の委員から構成される学
校情報化認定委員会により審査・運営されています。
審査において、優良校としての要件を満たしていな
いと判断された場合は、残念ながら「差し戻し」と
なり、修正の上、再提出いただき再審査となります。
　これまでに委員からの指摘が多かったもの、そし
て学校からのご質問を参考に、学校情報化診断シス
テムのダッシュボード中の「はじめにお読みくださ
い」に、以下の５点を、優良校認定のポイントとし
てお示ししています。
　（１） カテゴリ「情報教育」の項目 “プログラミン

グ教育” について
　（２）「写真」の説明等について
　（３） 「資料」の「情報活用能力や情報モラル、情

報機器の操作スキルに関する指導計画等」に
ついて

　（４） 「資料」の「学校全体の情報化の状況について」
の記述について

　（５）教育委員会単位で申請される場合
　この内、（２）については具体的に記述いただくよ
うになり、訪問することのない審査方式であっても、
情報化の様子を把握できるようになりました。一方、
（３）については、内容の不足や、特定の教科や学年
への偏りが度々指摘されています。また、（４）につ
いても、学校（教員・児童生徒）の変容に関わる具
体的・客観的な記述の追加が求められる傾向にあり
ます。
　申請の際は、ダッシュボード中の文章及びWeb上
の「学校情報化優良校認定申請へのアドバイス（※1）」
をご一読の上、「差し戻し」とならないようご協力く
ださいますと、より効率的に本事業をご利用いただ
けるようになると思います。ご協力の程、お願い申
し上げます。

※1　「学校情報化優良校認定申請へのアドバイス」www.jaet.jp/katudou/nintei/yuuryouad.html

新システムから１年を経過して

JAET常任理事・学校情報化認定委員会委員長／宮崎大学 副学長　新地 辰朗
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ミライへの力

埼玉県上尾市立鴨川小学校　校長　井浦 博史

　本市では、すべての小・中学校の普通教室に電子
黒板として活用できる大型モニタが設置され、小学
校のPC室には児童用タブレットPCが40台、校務用と
してデジタル教科書等のデジタル教材が導入された
PCが教員１人１台ずつ貸与されています。これによ
り、市内すべての学校でデジタル教科書やデジタル
教材を活用した授業が、毎日行われています。本校
でも、デジタル教材を活用した授業が日常的に行わ
れ、児童の学習への興味関心を高め、学力を定着さ
せるために大変役立っています。とはいえ、大型モ
ニタが導入された当時は、一部の教員が使用してい
ただけでした。そこからICT機器の活用事例を増や
し、効果的な取組を少しずつ広め、現在ではICT機
器を当たり前のように活用した授業が展開されるよ
うになりました。
　本校では本年度埼玉県の指定を受け、「プログラミ
ング的思考力の育成」の研究に取り組んできました。
　教職員の最初の反応は、学校に初めてICT機器が
入ったときと同様でした。しかし、プログラミング
教育の目的などの研修を積み重ねるうちに、教職員

の中で様々な議論や
協議が自発的に行わ
れるようになりまし
た。プログラミング
を取り入れた授業を
初めて受けた児童は
「これ（プログラミン
グソフト等）が欲し

い」と目を輝かせていました。学習が進むにつれ、
よりよい解を導き出そうと、児童は試行錯誤を繰り
返し、グループで活発に話し合うようになりました
（写真）。プログラミング的思考は、グローバル化し
ていく時代に必要な思考力であり、子供たちが、自
分たちの将来を切り拓くために必要な力、「ミライへ
の力」になると確信しました。
　本年度はプログラミングに関する学習活動A分類
を中心に取り組みましたが、次年度はB、C、D分類、
特に総合的な学習の時間を中心に、子供たちに「ミ
ライへの力」を身につけさせたいと考えています。

小中合同教育研究会「西米良スタイル」

宮崎県西米良村立村所小学校　教諭　小西 直也

　西米良村内の学校は、１小１中のへき地校で、小
中学校合同で教育研究会を組織し、共通の研究主題
を掲げて研究を推進しています。両校には、2012年
度からICTが計画的かつ段階的に整備され、2016年
度には児童生徒１人１台のタブレットPCの導入によ
り、授業改善が図られてきました。これらのICTを
効果的に活用した教育実践の成果については、2017
年度より２年連続して研究公開を行う中で、県内外
に向けて発信してきました。（2019年11月14日も研究
公開予定）
　教育研究会は、「機動力」「授業で勝負」「学び合い」
のキーワードを掲げながら、授業改善に向けた実践

的研究スタイルを特
徴としています。
日々の研究を充実さ
せるため、機動力の
ある研究組織によっ
て、模擬授業や研究
授業で研究の方向性
を確認・共有し合い、

小中学校の教員が互いに学び合うアウトプット型の
研究会（写真１）を推進しています。
　具体的な研究成果としては、児童生徒が「自分の
考えを他の人に説明したり、文章に書いたりするこ
と」に改善が見られたことや、様々な学習場面で、

タブレットを用いた
「対話的な学び」が見
られるようになったこ
と（写真２）、自分の
考えの変容を実感で
き、授業で身に付けた
力を客観的に言語化で
きるようになったこと

などが挙げられました。
　今後は、地域の人々との対話や先哲の考え方を対
話に生かす際の教員のコーディネート力にもさらに
磨きをかけるとともに、評価の在り方についても研
究を深めたいと考えています。

写真　 プログラミングでオリオ
ン座（ロボット）を動かす

写真１　 小中合同教育研究会での
学び合い

写真２　 タブレットを用いた対
話的な学び

　認定された優良校の中で、今後が期待される以下の２校に、現在の取組について寄稿いただきました。
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1． はじめに
　2019年１月８日、青森県上北郡の六ヶ所村文化交
流プラザ「スワニー」にて “「教育の情報化」実践セ
ミナー2019 in 六ヶ所村” を開催しました。本セミナ
ーは、 地域の研究会である「青森県南教育工学研究
会」の共催と、六ヶ所村教育委員会の後援を得ての
開催でした。セミナーのテーマは「ここからはじめ
る情報教育・ICT活用～新学習指導要領に向けて情
報活用・プログラミング教育・ICT活用をどう進め
るか～」としました。
　新学習指導要領では情報活用能力が「学習の基盤
となる資質・能力」に位置づけられ、教科横断的に
育成することが記されるとともに、その一貫として
プログラミング教育を実施すること、それらの学習
活動を十分に行えるだけの環境整備の充実を図るこ
ととされています。しかしながら、学校現場のICT
環境は、地域格差が大きく、移行期間が既にはじま
っている現状においても、何からはじめるのか、ど
のように取り組めばよいのか十分に共通理解されて
いません。そこで本セミナーでは、情報教育、プロ
グラミング教育、ICT活用に関わる最新情報の提供
とともに、青森県南地域の取組事例について意見交
流し、今後の方向性を検討するヒントが得られるよ
う企画しました。 開催内容は、宮城教育大学の安藤
明伸准教授と稲垣によるオープニングトーク、京都
教育大学附属桃山小学校の木村明憲教諭による情報
活用能力の育成に関する模擬授業を含む取組事例の
報告、県内の小学校、中学校による実践報告、企業
展示をめぐるワークショップとパナソニック教育財
団の実践研究校に関するセミナー、安藤准教授によ
るプログラミング教育に関する解説と盛りだくさん
の企画が行われました。本稿では、オープニングト
ーク、企業展示・研究助成に関するワークショップ、
講演の概要を報告します。

２． オープニングトーク　「新学習指
導要領に向けて情報教育、ICT活
用をどう進めるか？」

　安藤准教授と稲垣との対談形式で現状の確認を行
いました（写真１）。学習指導要領の改訂スケジュー
ル、青森県のICT環境の整備状況を確認した後、
2018年に文科省等が公開した各種報告書をふりかえ
りました。ICT環境整備５か年計画、ICT活用教育ア
ドバイザー派遣事業、Society5.0に向けた今後の方向
性、「未来の教室」とEdTech研究会の提言、IEスク
ール事業による情報活用能力の体系表例、先導的な
教育体制構築事業報告書、遠隔学習導入ガイドブッ
ク、小学校プログラミング教育の手引、学習者用デ
ジタル教科書の活用に関するガイドラインと2018年
だけでも多くの事業や報告がなされています。2019
年の取組を考えるキーワードとして、自治体ごとの
推進計画、プログラミング教育の普及、情報活用能
力とカリキュラムマネジメント、EdTechが挙げられ
ました。

３．ワークショップ
「学校としてどう取り組むか」
　昨年度の札幌でのセミナー以降の取組として始め

開催報告
ここからはじめる情報教育・ICT活用
～新学習指導要領に向けて情報活用・
プログラミング教育・ICT活用をどう進めるか～

JAET常任理事／東北学院大学　教授　稲垣 忠

写真１　オープニングトーク
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た、ワークショップ形式の企業展示ブース訪問とあ
わせ、本セミナー初の試みとして、パナソニック教
育財団の実践研究助成制度と連動した企画を実施し
ました。共通するテーマは、参加者の各校で今後ど
んな取組をしていくのか方向性を見つけることで
す。はじめに、実践報告のあった六ヶ所村立千歳中
学校の取組について稲垣がポイント解説をしまし
た。JAETの学校情報化優良校を多数かかえる六ヶ
所村は先進的なICT環境の整備とともに積極的な取
組を展開しています。これをモデルに各校の実態と
今後の動向を照らし合わせて議論する場としました。
　本セミナーでは７社の展示ブースが設けられまし
た。ワークショップの第１部では、セミナー参加者
が多くの展示ブースを訪問し、 新たな情報収集の機
会となるように、展示ブースを活用したワークショ
ップを企画しました（写真２）。
　（１） ３人または４人のグループをつくる
　（２） １人あたり２社として訪問する企業ブースを

相談する
　（３） １ブース10分間で訪問し、情報を収集する
　（４） 戻ったらグループ内で報告しあう
　この方式を取り入れることで、見に行くブースは
制限されますが、10分間じっくり話を聞くことがで
きたことや、上記のような情報交流の場を設けたこ
とにより、多くの企業の情報を得られたことが評価
されました。

　第２部では、2018年度に実践研究助成を受けられ
ている青森市立新城中央小学校の松本幸平教諭よ
り、研究助成の申請に至った経緯、実際にどのよう
な研究を進められているのか、具体的な成果物の紹
介がありました。その後、パナソニック教育財団の
則常祐史氏に実践研究助成の制度説明をご案内いた
だいた後、稲垣から新城中央小の取組への講評とと

もに、申請書をまとめる際のポイント解説を行いま
した。企業展示ワークショップのグループで申請す
る際のテーマアイデアを出し合い、交流する機会を
設けました。学校によって課題や目標も異なるため、
そのまま申請できる訳ではありませんが、研究助成
のテーマとしてどんなものが考えられるのか、企業
展示ワークショップで仕入れた情報もいかした議論
がなされました。

４． 講演　「プログラミング教育をど
う進めるか」

　最後に、安藤准教授からプログラミング教育の進
め方についての講演がありました（写真３）。プログ
ラミング教育を進める必要性、学習指導要領上の位
置づけ、プログラミング的思考とは何か、宮城県内
等での実践事例の紹介、移行期間のうちにすべきこ
と等の解説がありました。

５．おわりに
　本セミナーには、教員に加え、教育委員会、 企業等、
あわせて80名近くの参加者が集い、議論を深めるこ
とができました。青森県内のICT環境整備の先進地
域である六ヶ所村を舞台にすることで、現地の最新
の実践を共有し、今後の方向性を共有することがで
きました。また、青森県南地域だけでなく、青森市内、
西日本の実践の報告がなされたことで、各地の実態
や新学習指導要領に向けた具体的な実践イメージを
もつことができました。本セミナーの開催・運営に
ご協力いただいた関係各所の皆様に感謝申し上げま
す。

写真２　企業展示ワークショップ

写真３　安藤准教授による講演
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1． はじめに
　本校は、児童数259名11学級の規模の学校です。
ICT整備状況としては、児童用デスクトップPC 35台、
児童用タブレットPC25台、大型テレビ３台、プロジ
ェクター７台、書画カメラ６台があり、タブレット
PCのためのWi-Fiも整備されています。
　2020年度からの小学校におけるプログラミング教
育の導入に向けて、どのような授業を展開すれば「プ
ログラミング的思考」が身に付くのか、試行錯誤し
ながら実践しています。

2． スクラッチによる迷路ゲーム作り
　今回、３年生を対象に、迷路ゲーム作りを教材と
して取り上げました。迷路はルールが簡単で、だれ
もがゲームの完成像をイメージしやすいからです。
そして、「ゲームは、プログラムで動いている。」「動
かしたり、音を出したりするためには、プログラム
しなければできない。」といった児童の気付きは「知
識及び技能」に関連すると考えました（図１）。また、
「キャラクターを右に動かす手順は、左に動かす手順
と似ている。」という気付きから、プログラミング的
思考が身に付くと考えました。

　キャラクターを動かす矢印キーのプログラム（図
２）は、どれも似たような処理です。数字の部分を「10」
にしたり「－10」にしたりすることで、右に動いた
り左に動いたりします。児童自ら試行錯誤してプロ

グラムを直したり、友達同士で教え合ったりする様
子が見られました。
　授業後の児童アンケートから、「クリックの操作が
むずかしかった。」という回答が多かったので、指導
の２時間目では、必要なブロックを用意しておくこ
とで、容易に取組めるようにしました。（図３）

3． おわりに
　「操作がむずかしい。」と感じながらも85％の児童
が「すごくたのしい」と回答してくれました。しかし、
プログラムの中に「－10」「y座標」といった記述が
あり、他教科との関連にも配慮する必要があると感
じました。今後は、算数や音楽といった教科やクラ
ブ活動の中で実践を増やしていきたいと考えていま
す。

実践報告
スクラッチによる迷路ゲーム作りの実践

青森県おいらせ町立木内々小学校　教諭　加賀 多加史

図2　矢印キーのプログラム

図1　 迷路ゲームとプログラミング教育で育む資質・能力

図3　必要なブロックを用意した
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1． はじめに
　六ヶ所村では、環境・エネルギー教育や教育の情
報化に力を入れています。村内の中学校には各教科
の指導者用デジタル教科書、大型の電子黒板や実物
投影機が導入されています。また生徒全員にタブレ
ットPCが貸与され、校舎内のほぼ全域でWi-Fiが利
用できる環境になっています。
　2016年度に私が本校に赴任した時点で、すでに毎
朝の健康状態を生徒がタブレットPCに入力･送信し
自動的に集計する健康観察が実践されていました。
しかし、授業での生徒用タブレットPCの活用はそれ
ほど多くなく、私もはじめのうちは教師用タブレッ
トPCを使った教材提示型授業しかできませんでし
た。「せっかく生徒１人１台のタブレットPCがある
のに、このままだと宝の持ち腐れだ。」と思うように
なりました。

2． 生徒用タブレットPCの利活用開始
　そこで、まずは私の担当する理科の授業で、内蔵
されている教育用ソフトを使って自作の練習問題を
生徒機に転送・回収し、前時の復習を行いました。
さらに実験・観察でも活用できないかと考え、内蔵
のカメラで撮影した写真をワープロソフトの文書に
貼り付けてレポートを作成させたり、実験データを
表計算ソフトでグラフ化させたりするようになりま
した。
　赴任２年目、タブレットPCを使った主体的で深い
学びが少しはできるようになったと感じることがで
きましたが、対話的学びはまだまだ不十分だと思っ
ていました。実験･観察や予想・考察を話し合う場面
ではコミュニケーションが活発ですが、タブレット
PCでレポートやグラフを作成しているときは、各自
が自分のタブレットPCに向かって黙々と作業をして
いる状態でした。班に１台のタブレットPCならば協
働作業による対話的学びがしやすいのに、１人１台
だとそれが難しいという悩みを持つようになりまし
た。

3． ロイロノートスクールの導入・活用
　2017年秋、タブレットPC導入の先進校である松阪
市立三雲中学校を視察する機会があり、そこで「ロ
イロノートスクール」を知りました。さらに仙台市
で開催された視聴覚教育全国大会で、同ソフトを使
った授業の参観やワークショップでの体験を通じ、
これなら対話的学びができそうだとイメージするよ
うになりました。そして2018年５月、ロイロノート
スクールを導入することができ、授業での活用をは
じめました。
　ロイロノートスクールは静止画・動画・テキスト
等のデータをカード形式にしてつなげたり、そのデ
ータを生徒機同士で送信・共有したりすることがで
きます。
　３年生の「季節の変化はなぜ起こるのか」の授業
では、太陽の角度と地面が受け取るエネルギーの関
係を調べる実験を、ジグソー法を用いて行い、その
中でロイロノートスクールを活用しました。液晶シ
ール温度計に向けて電気ストーブの熱を当てるグル
ープ、赤外線ヒーターを向けた地球儀をサーモカメ
ラで撮影するグループ、太陽電池にライトを当てて
発電量を調べる
グループ。本来
の実験班を以上
の３つのグルー
プに分け、それ
ぞれのデータを
元の班のメンバ
ーに送信･共有
（写真）し、班
に戻って考察を
させました。
　その結果、生徒間で情報を送信･共有することで、
タブレットPCでの対話的な学びが実現し、生徒がさ
らに意欲的になることで主体的で深い学びも向上し
ました。今後は教材研究を進めてジグソー法で実験
できる題材を増やし、ジグソー法以外でも対話的に
学ぶ実践を日常的に推進したいと考えています。

実践報告
１人１台タブレットでの対話的学びをめざして

青森県六ヶ所村立千歳中学校　教諭　高橋 徹

写真　 太陽電池にライトを当てて発電
量を調べ、ロイロノートで送信・
共有
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1． 先人の発見を追体験する授業
　追い求めるべき理想の授業とはどのようなもので
しょうか。私が提言するのは、先人の発見を追体験
する授業です。私たちが学び教えている知識や技術
は、過去の人々が問題や疑問を解決するために発見
してきたものです。先人の発見を追体験する授業と
は、その解決の過程を授業の中で再現し、生徒がそ
の知識や技術を発見・発明する授業です。
　私がそのような授業を追い求めるようになった理
由は、私が受けた、ある授業にあります。その授業
で私はケプラーの第３法則を発見したのです。私た
ち生徒には惑星軌道の長半径と公転周期のデータが
渡され、法則を探すように指示されました。多少の
試行錯誤の結果、公転周期の２乗が軌道長半径の３
乗に比例することを発見することができました。私
はケプラーの経験の一部を味わうことができたので
す。そして、その時の思いを忘れることができずに、
自分の授業で再現することを目指しています。

2． 深い学びをもたらす追体験する授
業

　追体験する授業の流れは次のようになります。
　（１） 発見された当時の「困った」や問題を示す
　（２） それを解決するための手がかりや視点を示す
　（３） 教員がガイドしながら生徒が問題を解決する
　この授業の良い点は３つあります。１つ目は、自
ら発見することで、重要だと考えてくれる可能性が
高くなることです。複数の研究が、人には自分が発
見したアイデアを重視する傾向があることを示して
います。次に、「なぜその知識を学ばなければいけな
いか」が自然に説明されることです。最初に問題が
示され、それを解決するわけですから、発見した知
識や技術がなぜ必要だったのか、どう役立っている
のかは自然に明らかになります。３つ目は、どうし
てその知識が正しいと言えるのか、検証し説明でき
るようになることです。問題を解決する過程で、複
数のアイデアからどれが正しいのか検証しながら進
めていくことになるので、最後に「このアイデアが

正しい。なぜなら」と根拠を説明できるようになり
ます。私たちは、過去の知識や技術を知っているだ
けではなく、これから新しい知識や技術を生み出す
人を育てたいわけですから、このアイデアの正しさ
を自ら検証し説明できる能力というのはとりわけ大
事だと考えています。

3． 探究する授業を探究しよう
 ここまで説明してきた、先人の発見を追体験する
授業というのは、実は新学習指導要領に示されてい
る「探究」を取り入れた授業に他なりません。私の
提言が意味しているのは、探究の題材は私たちが教
えている知識や技術にある、ということです。なぜ
なら、その知識や技術そのものが、私たち人類が探
究を通して生み出してきたものだからです。その過
程を再現する授業こそが目指すべき「探究」の授業
ではないでしょうか。
 このような授業を実現するための最大の敵は時間
です。授業時間の確保という問題もありますが、教
材研究の時間の確保が最大の問題です。共通鍵暗号
方式の説明は教科書に書いてありますが、それが発
明された過程を調べるためには数冊の本が必要にな
ります。しかし、本来、私たち教員の時間はそれを
探究するためにあるはずです。したがって、教員の
多忙化解消という問題は、探究的な授業を実現する
ために本質的な問題です。
　私が今形にしたい授業は、「なぜ２進数を採用した
のか生徒が発見する授業」「ページランクを生徒が発
明する授業」です。そして、先人の発見を追体験す
る授業の価値は、情報や総合など特定の教科に限ら
ないと信じていますので、理科、社会など多くの教
科を巻き込んで探究していきたいと考えています。
　私の授業の感想に「私たちは授業で、一歩ずつど
うしたらいいか考えていったけれど、きっと人類も
こうして一歩ずつやってきたからこそ、今の技術が
あるんだと思った。」と書いてくれた生徒がいました。
そんな経験をさせることが出来る授業を、ぜひとも
に探究しましょう。

「先人の発見を追体験する授業」を追い求めて
神奈川県立生田東高校　教諭　大石 智広
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編　集　委　員
委員長　中橋　　雄
委　員　原　　克彦
　〃　　長谷川　弘

委　員　今野　貴之
　〃　　福山　　創

事務局　渡辺　浩美
　〃　　秋定　　望
制　作　西島　将範

つ ぶ や き 
　先日、授業研究に活用できないかと考え、360度カメラ
を購入しました。グループで話し合いをしている机の真
ん中にカメラを設置して360度映像を記録すれば、全員の
表情や話し方を後から確認できるので、研究に役立つの
ではないかと考えたからです。４人での話し合いを撮影
するのに、全員の表情を撮影する場合、２台のカメラが
あればできないことはありません。しかし、「360度映像を
記録して、あとから見たい箇所に視点を移動させて視聴
すること」と「固定された２つの映像を視聴すること」

には、大きな違いがあるように感じました。あとから視
点を移動させるという行為によって、気づかなかったこ
とに気づくことができるという感覚があります。授業研
究では、見ようとしなければ見えてこないことがありま
す。一方、見ようとすることで見えなくなることもある、
ということに気をつけなければと思いました。新しいメ
ディアが人の思考のあり方を変える、そんな可能性を感
じました。（Y.N）

第45回全日本教育工学研究協議会全国大会（島根大会）
今年で45回を迎える全国大会は、島根県雲南市と松江市で開催いたします。

主催：日本教育工学協会（JAET）
期日：2019年10月18日（金）～ 19日（土）
会場：公開授業　島根県雲南市　市内各小・中学校・高等学校
 全体会　　島根県松江市　島根県民会館（島根県松江市殿町158）
大会テーマ：「日常的なICT活用が拓くクリエイティブな学びを目指して」
公開授業校：雲南市立木次小学校  雲南市立斐伊小学校
 雲南市立寺領小学校  雲南市立西日登小学校
 雲南市立木次中学校  島根県立三刀屋高等学校
主なプログラム（予定）：
 　「パネルディスカッション」「研究発表」「ワークショップ」「企業展示」
 　「トークセッション」「懇親会」など
今後のスケジュール（予定）：
 ・５月上旬 協賛企業（展示・広告・ワークショップ）の申し込み受付開始
 ・６月１日（土） 研究発表の申し込み受付開始
 ・７月１日（月） 大会参加・ワークショップ参加・懇親会参加申し込み受付開始
　詳しくは、大会ホームページで順次ご案内してまいります。

会員募集のご案内

　日本教育工学協会（JAET）は、教育の情報化に取り組まれている現場の実践者、研究者、各
地域の研究団体や関連企業の参加する研究団体です。
　会員には、個人会員、団体会員、賛助会員の３つの種別がございます。まだ、入会されていな
い先生や企業様がいらっしゃいましたら、ぜひご検討ください。

 日本教育工学協会（JAET）事務局
 〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13 三会堂ビル
 E-mail　jaet-office@japet.or.jp
 URL　http://www.jaet.jp
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